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原油急騰に関する Q&A 

Ｑ１ なぜ、ガソリン価格が高騰しているのか？ 

Ａ１ 報道でもあるように米国とイスラエルによるイラン攻撃を受け、原油

輸送の要衝であるホルムズ海峡が事実上の封鎖状態となった影

響です。 

Ｑ２ ガソリン価格の値上げ幅が大き過ぎるのではないか？ 

A２ 原油価格の急騰により、ガソリン等の石油製品の卸価格が大幅上

昇しており、これらのコストアップを適切に小売価格に転嫁せざるを

得ない状況となっております。 

Ｑ３ ホルムズ海峡の封鎖がそんなに影響するのか？ 

Ａ３ 日本の原油は９４％を中東諸国に依存しており、そのうちホルムズ

海峡を通るのが９３％にも達するのが実情です。 

Ｑ４ それではガソリンが尽きてしまう恐れはないのか？ 

Ａ４ 我が国は世界でも屈指の約２５４日分の石油備蓄があり、ただちに

供給が無くなることはありません。 

   ※民間備蓄１０１日、国家備蓄１４６日、産油国共同備蓄７日 

Ｑ５ ガソリン価格の見通しはどうか？ 



A５ イランを巡る中東情勢次第であり、原油価格や為替の動向を我々も

注視しているところです。 

Ｑ６ 政府の激変緩和補助金など、ガソリン高対策はないのか？ 

Ａ６ 政府は様々な対策を検討していると思いますが、我々のところには

現時点では何も連絡はありせん。 

Ｑ７ そもそもガソリン暫定税率は廃止されたのか？ 

Ａ７ 昨年末に、ガソリンの旧暫定税率の約 25 円は廃止され、ＳＳの小

売価格も値下げしています。今回の価格上昇はその分に匹敵する

ような原油急騰によるものです。 

Ｑ８ 軽油の暫定税率はきちんと廃止されるのか？ 

Ａ８ 軽油の旧暫定税率は４月１日で廃止されるべく準備が進んでいると

ころです。 

 

※SS 店頭等でのお客様からの質問、組合員事務局等に対するマスコミ

等からの問い合わせ際にご利用頂ければ幸いです。 

以上 


